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☆「らぼら」とは、ラボ（研究所）とボラ（ボランティア）をつなげた造語です。 

 

発行 社会福祉法人綾瀬市社会福祉協議会 

編集 あやせボランティアセンター 

綾瀬市深谷中４－７－１０ 保健福祉プラザ内 

電話 ７０－３２１０  ＦＡＸ ７９－１８１２ 

Ｅ-ｍａｉｌ：ayase-vc@ayase-shakyo .o r . jp  
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〇ボランティア活動中にボランティア自身が特定感染症に罹患した場合に補償します。 

①葬祭費用実額 （死亡の場合限度額３００万円）  ②後遺障害保険金 １，０４０万円（限度額） 

③入院保険金日額 ６，５００円  ④通院保険金 ４，０００円 

登録ボランティア研修会のお知らせ 

 ボランティアセンターでは、上記研修会を企画しております。詳細については、別途、通知を

させていただきますので、そちらを御確認ください。 

 １ 日時  令和３年１月１３日（水） ①10：00～1１：３０ ②14：00～1５：３0 

時間については、①か②のどちらかを選択していただきます 

 ２ 場所  綾瀬市保健福祉プラザ 多目的室１・２・３ 

３ 内容  コロナ禍における「衛生管理」について 

 ４ 講師  綾瀬市健康づくり推進課 保健師 

【重要】ボランティア活動保険における新型コロナウィルスの取扱い改訂について 

～ボランティア活動保険の対象感染症に新型コロナウィルスが追加されました～ 

 

※ボランティア活動中に事故等に遭われた場合や感染症に罹患した場合、速やかに社会福祉協議会まで御連

絡ください。 

 

あやせボランティアセンター ☏70-3210 

フードドライブ活動に御協力ください 

 綾瀬市社会福祉協議会では、企業や個人宅で消費されずにある食品を、職を失ったり様々な理

由で生活困窮の状態にある個人にお渡しする「フードバンク活動」を行っています。 

 食べることなく廃棄される、いわゆる「フードロス」を減らし、必要な個人や世帯に届ける、

「もったいない」をなくす活動にぜひ御協力ください。 

 御自宅で消費する予定のない食品がありましたら、綾瀬市社会福祉協議会にお届けください。 

受け取り可能な食品 

「賞味期限が概ね２か月以上残っている（賞味期限が確認できる）もの」 

「未開封のもの」 「常温で保存できるもの」 

受け取り不可の食品 

「アルコール類、生鮮食品、冷凍（冷蔵）食品」 

「賞味期限の記載がないもの」 「外装が破れているもの」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月から８月まで、新型コロナウィルスの影響を受け中止しておりましたが、９

月から感染症対策を講じた上で再開することができました。以前のような交流のかたちを取

ることはまだ難しいですが、「今できることをやろう！」という気持ちで、福祉施設等に寄

付する雑巾セットの作製、脳トレコーナー等がございます。御興味のある方はぜひ御参加く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

特別養護老人ホーム 泉正園 綾瀬市子育て支援センター 

乳児院 ドルカスベビーホーム 綾瀬市立大上保育園 

児童養護施設 唐池学園 綾瀬市立綾南保育園 

介護老人保健施設 メイプル 綾瀬市障害者自立支援センター ばらの里 

知的障がい者支援施設 さがみ野ホーム 綾瀬あがむの会 ファミール 

綾瀬ケアセンター そよ風 綾瀬市障害者自立支援センター 希望の家 

有料老人ホーム サニーライフ綾瀬 就労継続支援Ｂ型事業所 レオモナ 

知的障がい者支援施設 綾瀬ホーム 就労継続支援Ｂ型事業所 エスポワール・パーネ 

知的障がい者支援施設 貴志園 就労継続支援Ｂ型事業所 グランドール貴志園 

児童発達支援センター 綾瀬市立もみの木園  

   
合計 1251枚 

 

「午後はみんなのさろん」を、９月から再開しました 

 

・ 次回の予定 

令和３年１月２０日（水）１４時～１６時 保健福祉プラザ多目的室２・３ 

※令和２年１１月、１２月の開催は中止とさせていただきます。 

雑巾寄付状況について 

 

「午後はみんなのさろん」と、ボランティアさんに御自宅で縫っていただいた雑巾も

合わせて、順次、市内福祉施設等や保育園に寄付させていただいております。施設や保

育園からは「消毒などで大量の雑巾が必要なので、とても助かります」といったお言葉

をいただいております。ボランティアさんの自発的な行動によって、コロナ禍でもでき

るボランティア活動が生まれました。現在までの寄付状況について報告させていただ

きます。 

 


